
 

転倒事故の不安をなくし、安心して暮らせる幸せを・・・

転転転転倒倒倒倒事事事事故故故故のののの傾傾傾傾向向向向とととと施施施施設設設設のののの安安安安全全全全対対対対策策策策

なぜ転ぶ？転倒のメカニズム

　

　転倒事故が増え続ける訳は？

　　転倒事故は誰の責任？

　　

　　　滑り止めの工法

　　　　新技術ＳＧＳとは？



 

人間は一歩一歩足下を確かめて歩行し ているわけではなく予測の基に歩行しており　　　　　　や　　　　　　　　　など歩行リズムの狂いが転倒を引き起こします

砂砂砂砂、、、、ゴゴゴゴミミミミ、、、、ヌヌヌヌメメメメリリリリななななどどどど床床床床上上上上のののの障障障障害害害害物物物物ががががココココロロロロのののの役役役役割割割割ををををすすすするるるる 水水水水がががが薄薄薄薄いいいい膜膜膜膜ととととななななりりりり床床床床面面面面ととととのののの摩摩摩摩擦擦擦擦ををををななななくくくくそそそそううううととととすすすするるるる 足足足足裏裏裏裏 ((((靴靴靴靴底底底底 ))))とととと床床床床面面面面ががががししししっっっっかかかかりりりり接接接接ししししてててていいいいるるるる((((かかかかみみみみ合合合合っっっってててていいいいるるるる))))
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清清清清掃掃掃掃　　　　　　　　　　　　　　　　安安安安全全全全靴靴靴靴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注注注注意意意意書書書書のののの掲掲掲掲示示示示　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　床床床床材材材材張張張張替替替替　　　　　　　　　　　　防防防防滑滑滑滑施施施施工工工工日日日日頃頃頃頃かかかからららら危危危危険険険険ででででああああるるるるとととと認認認認識識識識ししししななななががががらららら、、、、改改改改善善善善ししししててててここここななななかかかかっっっったたたたととととみみみみななななさささされれれれるるるる場場場場合合合合ががががああああるるるる

体の構造からみると頭が体の最上部にあるため転倒により頭部打撲などの致命傷を受けやすくなります歩行 は、 体を 前に傾 斜さ せて不安 定な 状態 をつく り、 それを支 える よう に足を 前に 出すメカ ニズ ムに なって いま す。「歩 行」 それ 自体が 、転 倒リスクを含むものなのです。

①白内障、老眼、 動体視力の　　低下　　　　　 　　　　②三半規管や前庭 の感度の低下　感覚器の識別能 力や速度の低　下③筋 肉など 運動を制 御する 能力　の 低下、情 報の伝 達系 (神経 )　や 情報を 整理し指 令を出 す脳　の障害④「歩く」「また ぐ」　「登って降りる 」　 3つの 移動 能力 の 衰え 自分 の　足 で体を 支える事 ができ ない　ほど体が弱る※バ ランス を崩した らその まま　崩 れる。 骨粗しょ う症の ため　骨 折。こ れを起因 として 寝た　きりになる

バランスを制 御　　　　　　①視覚情報　 　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　②平衡感覚を つかさど　　　　　る器官　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　③体の筋肉か らの情報　　　　　　　 (両足の負荷など )　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　④瞬間瞬間で はあるが　　　　　連続的に片 方の足で　　　　　　　　　体を支える (脚力 )　　　　　　　　　　　※バランスを崩し たら　瞬時に態勢 を建て直す　
床床床床面面面面のののの滑滑滑滑りりりり　　　　段段段段差差差差にににによよよよるるるるつつつつままままずずずずきききき
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転倒事故の責任<ＰＬ法>滑りによる転倒はPL法の対象外と考えられていましたが、東京弁護士会の見解で床は建築物の一部となりPL法の対象であるとの発表以来、転倒事故の損害賠償の対象となりました。<ハートビル法>高齢者、身体障害者等が円滑に利用できる特定建築物の建築の促進に関する法律。一般にバリアフリー化を促進する法律です。対象者が円滑に利用できるように必要な措置を講じることを目的とした法律命令が出ています。 過去の判例では下記の順に責任追及されています1．滑りやすいと分かっていた所有者（会社、オーナー） 2．滑りやすいと気付いていた管理者（店主、担当者、ビルメン）3．滑りやすい材質を使用した設計者（建設会社、ゼネコン）4．滑りやすい材質を販売した製造者（メーカー）5．滑って転んだ利用者　　　　　　（お客様）

訴訟事例ケース1　東京地裁判例「駅ビル構内での転倒事故で原告（転倒者）勝訴。施設側に損害賠償２，２００万円の支払い命令。」2001年11月駅ビルの飲食店街来客者用トイレ付近を通行中の主婦（69歳）が転倒、 左足を骨折し左股関節の機能が失われる後遺症が残った。 東京地裁はこれに対し、低コストを業者に強要するあまり清掃も不十分ではなく、 また飲食店の厨房で使用していた油や水が床面に付着し滑りやすくなっていたことが原因であるとして、 駅ビルに対して2,200万円の支払いを命じる判決を出した。ケース２　大阪高裁判例「コンビニ内での滑りによる転倒事故で原告（転倒者）勝訴。コンビニ・フランチャイザーに115万円の支払い命令。」2001年7月大阪市内のコンビニで買い物中の女性が転倒し、左腕を縫うケガをした。 この事故に対して判決は、コンビニは、不特定のお客を相手にする以上、 お客が急いで早足になったり靴底が減ったりしていることも前提にしなくてはならない。 さらには乾燥時とくらべると湿潤時には、濡れると滑りやすい床を張っていたと指摘しており、 安全確保のため水拭きの後から空拭きするなど、お客が転ばないよう店舗経営者らを通じて指導する義務があったとして、 大阪高裁は、慰謝料の支払いなど１１５万円の支払いを命じた。　



 

転 倒 に よ る 傷 害 事 故 は 年 々 増 えて お り 、  現 在では 年間 200件が 賠 償事 故 につ な が って い ます 。  この 数字 は 氷山 の 一 角で 、 その 背 景に は 賠償 事 故に発 展し て いな い ケ ース も 含め る と転 倒 によ る 傷害事 故の 数は さら に多 くあ ると 思わ れま す。

ケ ース ３　 東京 地裁 判例「 ス ポー ツ ク ラブ 施 設 内の 廊 下 にお け る 滑り に よ る転 倒 事 故で 原 告 （転 倒 者 ）勝訴 。ス ポー ツク ラブ に３ ３２ 万円 の支 払い 命令 。」 1997年 2月事 故 発生 当 時 、施 設 各 所に プ ー ルか ら あ がっ た 利 用者 が 足 を拭 く た めの マ ッ トがお か れ、  階 段の 踊 り 場に は 体 を拭 く よ うに 促 す 注意 書 き が提 示 さ れて い た 。 しか し プー ル や シャ ワ ー を利 用 後 、水 着 が 水分 を 含 んだ 状 態 で利 用 者 が廊 下 を 通行す るこ とが あ った ため 、 利 用者 の 体か ら落 ち た水 滴が 床 面に 飛散 し て滑 りや すい状 態に なっ て おり 、 利 用者 は素 足 で廊 下を 通 行す るの で 転倒 し、 受 傷す る危 険性が あ った 。  係員 は 1時 間お き に 巡回 し て 廊下 の 水 分を 取 る など 入 念 な清 掃 を 行って いた が、  清掃 前 には 危険 を防 止 する 措置 が 執ら れて い なか った こ とか ら施 設側に 瑕疵 が あ ると 判 断 がな さ れ 、 東 京 地 裁は ス ポ ーツ ク ラ ブに 対 し て332万 円 の損害 賠償 の支 払い 命令 を出 した 。ケ ース ４　 大阪 高等 裁判 所「 スー パ ー 店内 の 水 たま り で の転 倒 事 故で 和 解成 立 」 2008年5月  関 西 スー パ ーの店 内 に あ っ た 水 た ま り で 足 を 滑 ら せ て 転 倒 し 、 け が を し た 大 阪 市 の 男 性 （ 61）が 、 約 ２６ ００ 万 円の 損害 賠償 を 求め た訴 訟 があ り、 ３ ５０ 万円 を 支払 うこ とで和 解が 成立 し た。  １審 大阪 地裁 は 「店 側に 落 ち度 があ っ たと は認 め られ ない 」と訴 えを 退け た が、  高裁 は「 事案 の 実情 を考 慮 し、 和解 に よる 解決 が 相当 」と してい た。ケ ース ５　 マク ドナ ルド 損害 賠償 訴訟 ：店 先で 転倒 し 障害 　熊 本地 で口 頭弁 論毎 日新 聞　 2009年 9月11日　 地 方版 　熊 本 市新 市街 のハ ン バー ガー チ ェー ン「 マクド ナ ルド 新 市 街店 」 出 入り 口 付 近で 転 び 、障 害 を 負っ た の は店 側 が 安全 管 理 を怠っ た ため だ と して 、 市 内の女性 （６ １ ） が日 本 マ クド ナ ル ドに 約 ２ ６０ ０ 万 円の損 害 賠償 を 求 めた 訴 訟 の第１ 回 口頭 弁 論 が１ ０ 日 、熊 本 地 裁（古市文孝裁 判官）で あ った 。被告側 は 事 故が起き た詳し い 場所 の資料提 出 を女性 側 に 求め 、争う姿勢を見せ た 。 　訴 状 に よる と ０８年 １ ２ 月８日午前１ １ 時 ４５ 分ごろ、女性 は店内 で食事 し た 後、 出 入 り口 の自動ドアか ら新 市 街アー ケ ー ドに 出 る際、雨で濡れて い た出 入 り 口外側 の同社の 管 理敷地 内 の床タイルで 転 倒 して左大 たい骨を折った 。１カ月以上入院し、左股関節に後遺障 害が残っ た 。





 



 SGSは危険な劇毒物の硫酸を用いた施工とは違います。環境にもやさしい中性溶剤を使用するため、対象物を必要以上に傷めません。また、廃棄の前に「溶剤を中和」する必要がなく、他工法に比べ１工程少なく済みます。排水の際にも施設の配管、排水施設を傷める心配もありません。
類類類類似似似似工工工工法法法法ににににごごごご注注注注意意意意下下下下ささささいいいい！！！！

様様様様々々々々のののの工工工工法法法法ががががあああありりりりまままますすすすがががが５５５５年年年年保保保保証証証証・・・・中中中中性性性性溶溶溶溶剤剤剤剤ははははＳＳＳＳＧＧＧＧＳＳＳＳだだだだけけけけ

５５５５年年年年保保保保証証証証ののののＳＳＳＳＧＧＧＧＳＳＳＳはははは類類類類似似似似工工工工法法法法((((３３３３年年年年保保保保証証証証))))にににに比比比比べべべべてててて施施施施工工工工回回回回数数数数をををを44440000％％％％少少少少ななななくくくくででででききききまままますすすす。。。。営営営営業業業業をををを妨妨妨妨げげげげるるるる時時時時間間間間をををを減減減減ららららしししし、、、、経経経経済済済済的的的的ににににももももおおおお得得得得でででですすすす。。。。

保保保保証証証証期期期期間間間間とととと施施施施工工工工回回回回数数数数のののの比比比比較較較較　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期期期期間間間間１１１１５５５５年年年年

類類類類似似似似工工工工法法法法　　　　５５５５回回回回 ＳＳＳＳＧＧＧＧＳＳＳＳ３３３３回回回回



施設安全管理者施設安全管理者施設安全管理者施設安全管理者様様様様へへへへ 

店舗、マンションなどの各施設の運営・維持管理を行っていくうえで、 滑り止めを始

めとした建物の安全対策は必要性を問われるようになってきています。 

PL法施工以来、施設の管理責任の明確化を求めるなど社会的意識が大きく変わっ

てきました。 建物管理の不徹底による怪我や事故が死亡事故につながるなどトラブ

ルが発生するというニュースが報道されるようになってきています。 

こちらの書面では、ＮＰＯ日本転倒防止協会の学士会員でもある池依田弁護士の見

解をご紹介させて頂きます。 今後、施設の運営・維持管理を行っていくうえで少しで

も施設の安全管理をされている皆様のお役に立つことができれば幸いです。 

 先に挙げた５件に限らず、しばしば建物の施設内で、 利用者が転倒したことにより

けがを負ったという事故について、 その施設管理者に対して、損害賠償責任を認め

た判決が出ております。普通、事故に対しての賠償責任が認められるためには、 加

害者側に過失が認められることが必要であり、なおかつ、 その過失の存在について

は被害者側が証明しなければならないとされております。しかしこの種の転倒事故に

ついては民法７１７条 1項により、事故について、それを回避回避回避回避するためにするためにするためにするために何何何何がががができたできたできたできた

かというかというかというかという過失過失過失過失のののの有無有無有無有無はははは問題問題問題問題とされずとされずとされずとされず、 そもそもそのような危険危険危険危険なななな工工工工

作物作物作物作物をををを危険危険危険危険なままなままなままなまま放置放置放置放置していたということにしていたということにしていたということにしていたということに着目着目着目着目してしてしてして責任責任責任責任がががが問問問問われわれわれわれ

てしまうてしまうてしまうてしまうのです。 極端な話し、事故事故事故事故がががが発生発生発生発生してしまったらもはやしてしまったらもはやしてしまったらもはやしてしまったらもはや責任責任責任責任

はははは免免免免れないれないれないれないと覚悟したほうがよいのです。 もちろん実際には、歩行

者が転倒する危険がなかったか、訴訟で争われることになり、必要な注意を尽くした

ことは施設管理者側が証明しないといけないのです。しかし、なにかしら至らない盲

点の指摘を受けてしまって責任ありとされてしまう可能性は高いと思います。普通の

事故の場合よりも施設管理者に対しての責任は重いものとされていることは是非、認

識していただく必要があります。  ｢転ばぬ先の杖｣とは、正に、このことで、施設管理

者としては床が滑らないように日頃から、 しっかりと気を配っておかなければなりま

せん 

不特定多数のお客様が出入りする商業施設等での転倒事故の場合、被害者(お客

様)優位であり 施設側は経済的・精神的なブランドイメージのダウン、風評被害を最

大のリスクと考え、 客足が遠のくことを防ぎたいとの考えから、 施設側に過失がな

い場合でも治療費用、見舞金などを支払うケースが散見されています。あらゆる施設

におきましては当然のことではありますが、 事故が起こらないよう未然に転倒防止策

を実施するなど、 防げるものは防ぐ必要があると思います。 
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